
高橋　補修一般図
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橋長　32114（　上）
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A1
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G1
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至　岩屋堂
至　吉川

G1

G2
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100 桁長　31961（G1桁上） 100

橋長　32114（　上）

350 支間　31261（G1桁上） 350

吉
川
川

G1 G2
G3 G4

伸縮装置
伸縮装置止水工

伸縮装置
伸縮装置止水工

張出床版：水切り工

下横構
部分取替工

主桁、下横構
防食塗装工

主桁、下横構
防食塗装工

張出床版
水切り工

張出床版
水切り工

主桁、下横構
防食塗装工
部分取替工

主桁、下横構
防食塗装工

橋面(歩道部)
橋面防水工

張出床版
水切り工

張出床版
水切り工

高橋

若桜下三河線

高橋　補修一般図

鳥取県八頭県土整備事務所

※A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示

県道若桜下三河線（高橋）橋梁補修工事（補助）

八頭郡若桜町吉川

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単位

葉中の内全

図示 mm

110

令和 ８ 年度施行　　　鳥取県

断 面 図 S=1:50

455 8582 687

12571

2
0
0

2
5
0

2619 228

1
0
0

3＠3464=10392

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装t=60㎜

（端部）

1303 876

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装t=45㎜

(平均）※）

※）平均値は、設計当初図面による。

　　　　舗装厚調査（A1橋台側から1m位置）30㎜。

CL

CL

CL

補修工法一覧表

補修工法 適用部位

防食塗装工 上部工鋼部材（主桁、端横桁、下横構）

部分取替工 上部工鋼部材（下横構）

伸縮装置止水工 伸縮装置

橋面防水工 橋面（歩道部）

水切り工 張出床版

公 実施



高橋　補修図（その　） S=1:50

主桁G1

高橋

若桜下三河線

高橋　補修図（その　）

鳥取県八頭県土整備事務所

※A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示

県道若桜下三河線（高橋）橋梁補修工事（補助）

八頭郡若桜町吉川

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単位

葉中の内全

図示 mm

10 2

令和 8 年度施行　　　鳥取県

L=1850

塗装範囲

1450
腐食範囲

下フランジ下面

ウェブ　上流側

ウェブ　下流側

340
控除部分

310

控除部分

600

腐食範囲

L=2010

塗装範囲

340

控除部分

1450
腐食範囲

L=2010
塗装範囲

340
控除部分

塗装工③

A=0.52m2

N=1面

（当初塗装）

（当初塗装）

（ソールプレート）

（当初塗装）

340
控除部分腐食範囲　6500

塗装範囲　L=6500

310

控除部分

（当初塗装）

（ソールプレート）

L=2010

塗装範囲

340

控除部分

腐食範囲　10000

(腐食の部分)

塗装範囲　L=8010

(桁全面)

塗装範囲　L=2010

340

控除部分

（当初塗装）

（当初塗装）

塗装工⑧

A=2.18m2

N=1面

50

塗り重ね部

50

塗り重ね部

3
0
0

腐
食

範
囲

4
0
0

腐
食

範
囲

1
0
0

腐
食

範
囲

1

1

塗装工⑥

塗装工⑦

腐食範囲　8010

塗装範囲　L=8010

塗装工⑨

A=1.60m2

N=1面

50
塗り重ね部

下フランジ上面

2010

主桁 垂直補剛材

280

1
3
5
0

1
3
5
0

塗装工①

塗装面 ΣL=1.64m

（上流側） （下流側）

塗装工④

160 160

No

塗装工 数量表

面積(m2) 面数/個数

3.30 1

3.70

0.52

3.28

3.68

0.23

①

②

③

④

⑥

⑦

鋼材 詳細図 S=1:25

凡 例

腐食範囲

塗装範囲

A1橋台側

t=16㎜

主桁

垂直補剛材

平均335

270～400

1
3
5
0

1
3
5
0

（上流側） （下流側）

160 160

鋼材 詳細図 S=1:25

A2橋台側

t=16㎜

3.30

3.70

0.52

3.28

3.68

0.46

面積(m2)

1

1

2

1

1

R=50

R=50

塗装工⑥

塗装面 ΣL=1.63m

塗装工⑪

主桁全面

備考

主桁全面

主桁全面

垂直補剛材

主桁全面

主桁全面

塗装工②

塗装面 ΣL=1.84m

2.18

1.60

⑧

⑨

2.18

1.60

1

1

21.27Σ=

腐食の部分

※　部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

注記

※　塗装範囲は、桁高+1.0mとする。(当初塗装を除く)

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

（上流側） （下流側）

平
均

2
7
.
5

1
9
～

3
6

塗装工⑩

塗装面 ΣL=0.18m

"A"

"A"部詳細（腐食の部分）

1
0
0 5
0

1.45⑩ 1.451 垂直補剛材

主桁全面

1
3
1
5

塗装工⑤

t=9㎜

R=50

（支点上）

（支点付近）

1
3
1
5

100

R=50

（支点上） （支点付近）

塗装工⑫

t=9㎜

0.27⑤ 0.271

0.23⑪ 0.462 垂直補剛材

垂直補剛材

100

1
0
0

塗装工⑬

0.27⑫ 0.271 垂直補剛材

"B"

"B"部詳細（腐食の部分）

塗装工①

塗装工①：A=1.64×2.01=3.30m2　N=1面

塗装工②：A=1.84×2.01=3.70m2　N=1面

塗装工②

塗装工④：A=0.21+(1.35×0.016)=0.23m2　N=2個

塗装工⑤：A=2×0.13+(1.315+0.10)×0.009=0.27m2　N=1個

塗装工⑥：A=1.63×2.01=3.28m2　N=1面

塗装工⑦

塗装面 ΣL=1.83m

塗装工⑦：A=1.83×2.01=3.68m2　N=1面

塗装工⑪：A=0.21+(1.35×0.016)=0.23m2　N=2個 塗装工⑫：A=2×0.13+(1.315+0.10)×0.009=0.27m2　N=1個 塗装工⑬：A=(0.1×0.1×2)+(0.1×0.009×2)=0.02m2　N=5個

塗装工⑩：A=(8.01+0.05)×0.18=1.45m2　N=1面

塗装工③

塗装工③：A=0.52m2　N=1面

塗装工⑨

塗装工⑧

塗装工⑧：A=2.18m2　N=1面

塗装工⑨：A=1.60m2　N=1面

0.02⑬ 0.105 垂直補剛材100

防食塗装工

公 実施



高橋　補修図（その　） S=1:50

主桁G2

凡 例

腐食範囲

塗装範囲

※　部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

注記

※　塗装範囲は、桁高+1.0mとする。(当初塗装を除く)

主桁 垂直補剛材

280

1
3
5
0

1
3
5
0

塗装工①

塗装面 ΣL=1.64m

（上流側） （下流側）

塗装工⑤

160 160

No

塗装工 数量表

面積(m2)

3.30 1

3.70

0.60

0.23

3.32

0.16

①

②

③

④

⑤

⑦

鋼材 詳細図 S=1:25

A1橋台側

t=16㎜

主桁

垂直補剛材

平均345

290～400

1
3
5
0

1
3
5
0

（上流側） （下流側）

160 160

鋼材 詳細図 S=1:25

A2橋台側

t=16㎜

3.30

3.70

0.60

0.46

3.32

0.16

面積(m2)

1

1

1

2

1

R=50

R=50

塗装工⑦

塗装面 ΣL=1.65m

塗装工⑨

塗装工⑬

主桁全面

備考

主桁全面

主桁全面

腐食の部分

主桁全面

塗装工⑧

塗装面 ΣL=1.85m

塗装工②

塗装面 ΣL=1.84m 3.72⑧

⑨

3.721

21.24Σ=

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

"B"

（上流側） （下流側）

塗装工⑪

塗装面 ΣL=0.22m

"B"部詳細
（腐食の部分）

"A"

（上流側） （下流側）

1
9

塗装工④

塗装面 ΣL=0.35m

"A"部詳細（腐食の部分）

"C"

1
5
0 5
0

1
5
0

5
0

平
均

2
3
.
5

1
9
～

2
8

（上流側） （下流側）

塗装工⑫

塗装面 ΣL=0.27m

"C"部詳細
（腐食の部分）

2
0
0

5
0

平
均

2
3
.
5

1
9
～

2
8

0.89⑩ 0.891

0.31⑪ 0.311

1.07⑫ 1.071

垂直補剛材

主桁全面

2.01 2.011 主桁全面

腐食の部分

腐食の部分

（支点上）

（支点付近）

1
3
1
5

塗装工⑥

t=9㎜

R=50

1
3
1
5

R=50

（支点上） （支点付近）

塗装工⑭

t=9㎜

0.27⑥ 0.542

0.27⑭ 0.542 垂直補剛材

垂直補剛材

面数/個数

"D"

"D"部詳細（腐食の部分）

100
2
0
0

塗装工⑮

0.23⑬ 0.462 垂直補剛材

塗装工①：A=1.64×2.01=3.30m2　N=1面

塗装工②：A=1.84×2.01=3.70m2　N=1面

塗装工③

塗装工③：A=0.60m2　N=1面

塗装工④：A=0.46×0.35=0.16m2　N=1面

塗装工⑤：A=0.21+(1.35×0.016)=0.23m2　N=2個

塗装工⑥：A=2×0.13+(1.315+0.10)×0.009=0.27m2　N=2個

塗装工⑦：A=1.65×2.01=3.32m2　N=1面

塗装工⑧：A=1.85×2.01=3.72m2　N=1面

塗装工⑨：A=2.01m2　N=1面

塗装工⑩：A=0.89m2　N=1面

塗装工⑪：A=1.43×0.22=0.31m2　N=1面 塗装工⑫：A=3.96×0.27=1.07m2　N=1面

塗装工⑬：A=0.21+(1.35×0.016)=0.23m2　N=2個 塗装工⑭：A=2×0.13+(1.315+0.10)×0.009=0.27m2　N=2個 塗装工⑮：A=(0.2×0.1×2)+(0.2+0.1)×0.009=0.04m2　N=4個

塗装工⑩

0.04⑮ 0.164 垂直補剛材

100100

腐食の部分

下フランジ下面

ウェブ　上流側

ウェブ　下流側

1900

腐食範囲

L=2010
塗装範囲

340

控除部分

2400

腐食範囲

L=2010

塗装範囲

340

控除部分

（当初塗装）

（当初塗装）

L=2010
塗装範囲

340

控除部分

腐食範囲　5900

(腐食の部分)

塗装範囲　L=3960

(桁全面)

塗装範囲　L=2010

340
控除部分

（当初塗装）

（当初塗装）

50
塗り重ね部3

0
0

腐
食

範
囲

4
0
0

腐
食

範
囲

(腐食の部分)

塗装範囲 L=460

50

塗り重ね部

腐食範囲　3370

(腐食の部分)
塗装範囲 L=1430

50
塗り重ね部

1
5
0

腐
食

範
囲

4
0
0

腐
食

範
囲

L=2100
塗装範囲

2100

腐食範囲

340

控除部分

310
控除部分

（ソールプレート）

（当初塗装）

50
塗り重ね部

340

控除部分腐食範囲　5900

塗装範囲　L=5900
310

控除部分

（当初塗装）

（ソールプレート）

50
塗り重ね部

1
5
0

腐
食

範
囲

2
0
0

腐
食

範
囲

2

2

塗装工①

塗装工②

塗装工③

A=0.60m2

N=1面

塗装工⑦

塗装工⑧

塗装工⑨

A=2.01m2

N=1面

腐食範囲　3910

1380
腐食範囲

50

塗り重ね部 2010

2010

L=1380

塗装範囲

50

塗り重ね部 塗装範囲　L=3910

塗装工⑩

A=0.20+0.69=0.89m2

N=1面

下フランジ上面

高橋

若桜下三河線

高橋　補修図（その　）

鳥取県八頭県土整備事務所

※A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示

県道若桜下三河線（高橋）橋梁補修工事（補助）

八頭郡若桜町吉川

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単位

葉中の内全

図示 mm

令和 ８ 年度施行　　　鳥取県

10 3

防食塗装工

公 実施



高橋　補修図（その　） S=1:50

主桁G3

凡 例

腐食範囲

塗装範囲

※　部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

注記

※　塗装範囲は、桁高+1.0mとする。(当初塗装を除く)

主桁 垂直補剛材

320

1
5
0
0

1
5
0
0

塗装工①

塗装面 ΣL=2.03m

（上流側） （下流側）

塗装工③

塗装工⑤

鋼材 詳細図 S=1:25

A1橋台側

t=16㎜

主桁

垂直補剛材

1
5
0
0

1
5
0
0

（上流側） （下流側）

160 160

鋼材 詳細図 S=1:25

A2橋台側

t=16㎜

R=50

R=50

塗装工⑦

塗装面 ΣL=2.03m

塗装工⑨

塗装工⑬

塗装工⑧

塗装面 ΣL=1.83m

塗装工②

塗装面 ΣL=1.83m

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

160 160

"A"

"B"

"C"

320

（上流側） （下流側）

1
9

塗装工④

塗装面 ΣL=0.62m

"A"部詳細（腐食の部分）

4
0
0

5
0

（上流側） （下流側）

塗装工⑫

塗装面 ΣL=0.28m

2
0
0

5
0

平
均

2
9

1
9
～

3
8

平均395

320～470

（上流側） （下流側）

塗装工⑪

塗装面 ΣL=0.27m

2
0
0

5
0

平
均

2
3
.
5

1
9
～

2
8

No

塗装工 数量表

面積(m2)

1

3.95

4.38

0.26

1.12

0.13

①

②

③

④

⑤

⑦

3.95

4.38

0.52

1.12

0.13

面積(m2)

1

1

1

2

1

主桁全面

備考

主桁全面

主桁全面

腐食の部分

主桁全面

⑧ 1

25.26Σ=

1.89

⑨

1.891

0.57

⑩

0.571

0.26

⑫

0.522 垂直補剛材

垂直補剛材

主桁全面

1 主桁全面

腐食の部分

腐食の部分

（支点上）

1
4
6
5

t=9㎜

100

（支点付近）

塗装工⑥

1
4
6
5

平均110

100～120

t=9㎜～10㎜

平均t=9.5㎜

R=50R=50

塗装工⑭

面数/個数

0.29⑥ 0.582 垂直補剛材

1.93 1.931 腐食の部分

⑪

⑬

（支点上） （支点付近）

0.64 0.64

"D"部詳細（腐食の部分）

100

2
0
0

塗装工⑮

"D"

0.33 0.662 垂直補剛材⑭

塗装工①：A=2.03×2.16=4.38m2　N=1面

塗装工②：A=1.83×2.16=3.95m2　N=1面

塗装工③：A=0.64m2　N=1面

塗装工④：A=0.21×0.62=0.13m2　N=1面

塗装工⑤：A=0.24+(1.50×0.016)=0.26m2　N=2個

塗装工⑥：A=2×0.14+(1.465+0.10)×0.009=0.29m2　N=2個

塗装工⑦：A=2.03×2.16=4.38m2　N=1面

塗装工⑧：A=1.83×2.16=3.95m2　N=1面

塗装工⑨：A=1.12m2　N=1面

塗装工⑩：A=1.89m2　N=1面

塗装工⑩

"B"部詳細
（腐食の部分）

"C"部詳細
（腐食の部分）

塗装工⑪：A=2.11×0.27=0.57m2　N=1面

塗装工⑫：A=6.91×0.28=1.93m2　N=1面

塗装工⑬：A=0.24+(1.50×0.016)=0.26m2　N=2個 塗装工⑭：A=2×0.16+(1.465+0.11)×0.0095=0.33m2　N=2個 塗装工⑮：A=(0.2×0.1×2)+(0.2+0.1)×0.009=0.04m2　N=1個

0.04 0.041 垂直補剛材⑮

3.95

4.38

3.95

4.38

下フランジ下面

ウェブ　上流側

ウェブ　下流側

2300

腐食範囲

L=2160

塗装範囲

340

控除部分

（当初塗装）

L=2160

塗装範囲

340
控除部分

（当初塗装）

腐食範囲　4200

(腐食の部分)

塗装範囲 L=2110

50
塗り重ね部

2
0
0

腐
食

範
囲

4
0
0

腐
食

範
囲

1700

腐食範囲

L=2160

塗装範囲

340

控除部分

（当初塗装）

L=2160
塗装範囲

340

控除部分

（当初塗装）

腐食範囲　9000

(腐食の部分)
塗装範囲 L=6910

50

塗り重ね部

2
0
0

腐
食

範
囲

2
0
0

腐
食

範
囲

310

控除部分

340
控除部分

（当初塗装）

L=1990

塗装範囲

1900
腐食範囲

(腐食の部分)

塗装範囲 L=210

50

塗り重ね部

340
控除部分腐食範囲　3400

塗装範囲　L=3400

410

控除部分（ソールプレート）
50

塗り重ね部

（ソールプレート）

3

3

塗装工①

塗装工②

塗装工③

A=0.64m2

N=1面

塗装工⑦

塗装工⑧

塗装工⑨

A=1.12m2

N=1面

下フランジ上面

50
塗り重ね部 2160

L=2060
塗装範囲

2060
腐食範囲

腐食範囲　6860

50

塗り重ね部 塗装範囲　L=6860 2160

塗装工⑩

A=0.38+1.51=1.89m2

N=1面

高橋

若桜下三河線

高橋　補修図（その　）

鳥取県八頭県土整備事務所

※A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示

県道若桜下三河線（高橋）橋梁補修工事（補助）

八頭郡若桜町吉川

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単位

葉中の内全

図示 mm
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高橋　補修図（その　） S=1:50

主桁G4

凡 例

腐食範囲

塗装範囲

※　部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

注記

※　塗装範囲は、桁高+1.0mとする。(当初塗装を除く)

主桁 垂直補剛材

290

1
5
0
0

1
5
0
0

塗装工①

塗装面 ΣL=2.00m

（上流側） （下流側）

塗装工③

塗装工④

鋼材 詳細図 S=1:25

A1橋台側

t=16㎜

主桁 垂直補剛材

1
5
0
0

1
5
0
0

（上流側） （下流側）

160 160

鋼材 詳細図 S=1:25

A2橋台側

t=16㎜

R=50 R=50

塗装工⑥

塗装面 ΣL=2.02m

塗装工⑧

塗装工⑨

塗装工⑦

塗装面 ΣL=1.82m

塗装工②

塗装面 ΣL=1.80m

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

1
9

160 160
平均390
310～470 No

塗装工 数量表

面積(m2)

4.32 1

3.89

0.58

4.36

3.93

0.26

①

②

③

④

⑥

4.32

3.89

0.58

4.36

3.93

0.52

面積(m2)

1

1

2

1

1

主桁全面

備考

主桁全面

主桁全面

垂直補剛材

主桁全面

主桁全面

1.05

⑦

⑧ 1.051

20.04Σ=

0.26 0.522 垂直補剛材

主桁全面

面数/個数

（支点上）

（支点付近）

1
4
6
5

t=9㎜

R=50

100

塗装工⑤

（支点上）

（支点付近）

1
4
6
5

100

R=50

t=9㎜

塗装工⑩

⑨

0.29 0.291 垂直補剛材

0.29⑤ 0.582

⑩

垂直補剛材

塗装工①：A=2.00×2.16=4.32m2　N=1面

塗装工②：A=1.80×2.16=3.89m2　N=1面

塗装工③：A=0.58m2　N=1面

塗装工④：A=0.24+(1.50×0.016)=0.26m2　N=2個

塗装工⑤：A=2×0.14+(1.465+0.10)×0.009=0.29m2　N=2個

塗装工⑥：A=2.02×2.16=4.36m2　N=1面

塗装工⑦：A=1.82×2.16=3.93m2　N=1面

塗装工⑧：A=1.05m2　N=1面

塗装工⑨：A=0.24+(1.50×0.016)=0.26m2　N=2個

塗装工⑩：A=2×0.14+(1.465+0.10)×0.009=0.29m2　N=1個

下フランジ下面

ウェブ　上流側

ウェブ　下流側

2000

腐食範囲

L=2160

塗装範囲

340

控除部分

（当初塗装）

L=2160

塗装範囲

340
控除部分

（当初塗装）

1000
腐食範囲

1
0
0

腐
食

範
囲

2
0
0

腐
食

範
囲

1200

腐食範囲

L=2160

塗装範囲

340

控除部分

（当初塗装）

L=2160
塗装範囲

340

控除部分

（当初塗装）

1
0
0

腐
食

範
囲

310

控除部分

340

控除部分

（当初塗装）

L=1990

塗装範囲

1600

腐食範囲

340
控除部分腐食範囲　3300

塗装範囲　L=3300

410

控除部分（ソールプレート）
50

塗り重ね部

（ソールプレート）

4

4

塗装工①

塗装工②

塗装工③

A=0.58m2

N=1面

塗装工⑥

塗装工⑦

塗装工⑧

A=1.05m2

N=1面

高橋

若桜下三河線

高橋　補修図（その　）

鳥取県八頭県土整備事務所

※A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示

県道若桜下三河線（高橋）橋梁補修工事（補助）

八頭郡若桜町吉川

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単位

葉中の内全

図示 mm

令和 ８ 年度施行　　　鳥取県
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塗装範囲 3094

凡 例

当初塗装

塗装範囲

3＠3464=10392

G1 G2
G3 G4

1-WEB PL 600×9×3295

1-WEB PL 416×9×440

<5
43
>

53
7

20

1-WEB PL 416×9×445＜442＞

<539>
545

20 <5
48
>

53
4

20

<66
0>

67
6

2
0 <

67
3>65
7

20

<
662

>
678

20

1-WEB PL 600×9×3295

1-WEB PL 416×9×440<450>

1-WEB PL 416×9×600＜590＞

1-WEB PL 600×9×3295

1-WEB PL 416×9×590

1-WEB PL 416×9×602＜597＞

185 塗装範囲 3094 185185 塗装範囲 3094 185185 塗装範囲 3094 185

1-FLG PL 200×10×3094 1-FLG PL 200×10×3094 1-FLG PL 200×10×3094

3187 3181

1-FLG PL 200×10×3210 1-FLG PL 200×10×3187 1-FLG PL 200×10×3181

A
A

B
B

2
0
0

2
0
0

塗装工①

A=3.094×0.1=0.31m2

N=2面

3210

1
0
0

塗
装

範
囲

塗装範囲 3071 塗装範囲 3065

塗装工②

A=3.071×0.1=0.31m2

N=2面

塗装工③

A=3.065×0.1=0.31m2

N=2面

塗装工⑭

A=3.094×0.1=0.31m2

N=2面

塗装工⑮

A=3.094×0.1=0.31m2

N=2面

塗装工⑯

A=3.094×0.1=0.31m2

N=2面

1
0
0

塗
装

範
囲

塗装工④

A=1.99m2

N=2面

塗装工⑤

A=1.97m2

N=2面

塗装工⑥

A=1.98m2

N=2面

塗装工⑦

A=0.11m2

N=2面

180

100

塗装工⑬

A=0.04m2

N=12面

塗装工⑧

A=0.11m2

N=2面

塗装工⑩

A=0.15m2

N=2面

塗装工⑫

A=0.15m2

N=2面

塗装工⑪

A=0.15m2

N=2面

塗装工⑨

A=0.11m2

N=2面

部材取替え工

高橋　補修図（その　）

S=1:40

端横桁

断 面 図

A - A

B - B

塗装範囲詳細図 S=1:100

下横構

塗装範囲詳細図

※　部材寸法は、施工前に現地を再確認のうえ、決定のこと。

注記

※　＜＞内は、A2橋台側を示す。

No

塗装工 数量表

面積(m2)

0.31 2

0.31

0.31

1.97

1.98

1.99

①

②

③

④

⑤

⑥

0.62

面積(m2)

2

2

横桁　FLG

備考

0.11⑦

⑧

2

23.57Σ=

0.11⑨

0.15⑩

0.15⑪ 2

0.11

0.15⑫ 2

0.04⑬ 0.4812

⑭

⑮

⑯

横桁　FLG

横桁　FLG

3.94

3.96

3.98

2

2

0.22

0.22

0.22

2 0.30

0.30

0.30

横桁　WEB

横桁　WEB

横桁　WEB

ガセット　WEB

ガセット　WEB

ガセット　WEB

ガセット　WEB

ガセット　WEB

ガセット　WEB

ガセット　FLG

0.31

0.31

0.31

横桁　FLG

横桁　FLG

横桁　FLG

0.11⑰

1.65⑱

0.10⑲

2.20⑳

1 0.11

1.65

0.10

ガセット　PL

0.10 1

1.66

0.11

0.10

1

1

1.66

0.11

1

1

1

下横構

ガセット　PL

2.20 下横構

ガセット　PL

下横構

ガセット　PL

面数/個数

0.62

0.62

2

2

2

2

2

2 0.62

0.62

0.62

21

22

23

5

5

塗装塗替え工、部材取替え工

A1

A1

G1

G2

G3

G4

至　岩屋堂

A2

A2

至　吉川

G1

G2

G3

G4

2
7
9
0

1-CT  118×178×10×8×2790

36
90

36
90

2
7
9
0

1-CT  118×178×10×8×3690

1-CT  118×178×10×8×3690

1-CT  118×178×10×8×2790

1
6
2

1
6
2

16
8

15
5

1
4
5

1
4
5

塗装工⑱

A=(0.612×2.79)-(0.162×0.178×2）=1.65m2

N=1面

A=(0.612×2.79)-(0.145×0.178×2）=1.66m2

N=1面

塗装工⑳

A=(0.612×3.69)-(0.168+0.155)×0.178）=2.20m2

N=1面

塗装工⑰

A=0.11m2

N=1面 1-PL 350×9×440

1-PL 380×9×630
塗装工⑲

A=0.10m2

N=1面

A=0.10m2

N=1面

A=0.11m2

N=1面

1-PL 380×9×630

1-PL 350×9×440

8-TCB  M22×55（S10TW）

撤去・取替え工

塗装工21

塗装工22

塗装工23

鋼材 詳細図 S=1:5

178

1
0

1
1
8

8

塗装面　ΣL=0.612m

部材取替え工 S=1:20

3690

1
0 1
1
8

1
2
8

8
5 88

5

1
7
8

1-CT  118×178×10×8×3690

8-TCB  M22×55（S10TW）

40 75 75 40

4
3 9
34

3

撤去数：1（主桁G3-G4）

高橋

若桜下三河線

高橋　補修図（その　）

鳥取県八頭県土整備事務所

※A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示

県道若桜下三河線（高橋）橋梁補修工事（補助）

八頭郡若桜町吉川

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単位

葉中の内全

図示 mm
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標準ウエブ遊間 130㎜

最大ウエブ遊間

最小ウエブ遊間

130㎜

130㎜

+15℃時

-10℃時

+40℃時

A - A C - C
橋台側 主桁側 橋台側 主桁側

地覆部

<B - B>

車道部<歩道部>

注記）

1.各種止水材を設置する際、伸縮装置本体の止水材接着面の

  下地処理を確実に行なうこと。

  部材面にはそれらの施工の前にプライマー(0.1kg/m2)を塗布

2.接着剤(t=3)に接する両部材面及び各種シーリングに接する

  すること。

配 置 図

1 2 3

防塵フォーム詳細図

[製作幅=最大遊間+10=140]

(ポリエチレンフォーム)

415

1
1
8

208

1
0

1
0
8

486 279 720

71 415 71 208 73 647

71 71 73

1
4
0

(
製

作
幅

)

1
4
0

(
製

作
幅

)

1
4
0

(
製

作
幅

)

647

2
6
8

3
3

2
3
5

止水層

挙動補正層

防塵層

支柱層

挙動吸収層B

挙動吸収層A

[Type-100]

乾式止水材詳細図

2
0

8
0

1
0

1
1
0
.
2 0
.
2

9
0

0.2 145 0.2

20 105 20

接着剤塗布

(変成シリコン系)

乾式止水材

Type-100

三角シーリング 25x25

(変成シリコン系)

2
8

25

1
1
0

2
5

a15=130

三角シーリング 25x25

(変成シリコン系)

25

1
1
0

2
5

接着剤塗布

(変成シリコン系)

乾式止水材

Type-100

防塵フォーム

Type-100

乾式止水材端部詳細図

12572 73

71 12574

12573

12645
1
4
5

(
製

作
幅

)

1
0

a15=130

2
2
2

A2
施工位置

A1

S=1:5 S=1:5
S=1:20 S=1:5

S=1:10

415
208

647

12575

71 73

A

A

C

C

12576

B

B

 1-乾式止水材 Type-100×12645

 1-防塵フォーム 140×118×486

 1-防塵フォーム 140×222×279

 1-防塵フォーム 140×268×720

1

2

3

1
0

1
0

1
1
8

1
0
0

2
5
0 2
6
8

30 乾式止水材水平寸法12515(伸縮ウエブ上) 30

1
1
0 1

1
0

1
0

3
3

10
10 10

10

防塵フォーム 1

三角シーリング 25x25

(変成シリコン系)
415

乾式止水材なり寸法8627(伸縮ウエブ上) 669

防塵フォーム 3

防塵フォーム 2

乾式止水材

Type-100

三角シーリング 25x25

(変成シリコン系)

455
2619 228 8586

687

61
°

61
°

1
1
0

2
8

a
1
5
=
1
3
0

防塵フォーム 1

30 乾式止水材水平寸法12516(伸縮中心上) 30

10415

455 2619 228 8587 687

防塵フォーム 2 防塵フォーム 3

乾式止水材

Type-100

10

208

10

10 647

415
208

647

12577

30 乾式止水材水平寸法12517(伸縮ウエブ上) 30

10
10 10

10

455
2619 228 8588

687

1
0

1
0

1
1
8

1
0
0

1
1
0

2
5
0 2
6
8

1
1
0

1
0

3
3

2
0
4

415

乾式止水材なり寸法8629(伸縮ウエブ上) 669
2654

橋台側

主桁側

断面図（主桁側）

2072654

207

71

2
0
°

2
0
°1

5
°

1
5
°

2
2
2

2
0
4

2
2
2

平面図

断面図（橋台側）

S = 1:20

伸縮装置止水工

A1橋台

6

6

高橋

若桜下三河線

高橋　補修図（その　）

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単位

葉中の内全

図示 mm

高橋　補修図（その　）

鳥取県八頭県土整備事務所

※A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示

県道若桜下三河線（高橋）橋梁補修工事（補助）
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標準ウエブ遊間 120㎜

最大ウエブ遊間

最小ウエブ遊間

130㎜

110㎜

+15℃時

-10℃時

+40℃時

注記）

1.各種止水材を設置する際、伸縮装置本体の止水材接着面の

  下地処理を確実に行なうこと。

  部材面にはそれらの施工の前にプライマー(0.1kg/m2)を塗布

2.接着剤(t=3)に接する両部材面及び各種シーリングに接する

  すること。

配 置 図

止水層

挙動補正層

防塵層

支柱層

挙動吸収層B

挙動吸収層A

2
0

8
0

1
0

1
1
0
.
2 0
.
2

9
0

0.2 145 0.2

20 105 20

Type-100

13113 75

79 13109

13111

13188

1
4
5

(
製

作
幅

)

主桁側 橋台側 主桁側 橋台側

1 2 3

443

1
1
8

220

1
0

1
0
8

2
2
2

522 297 743

79 443 77 220 75 668

79 77 75

1
4
0

(
製

作
幅

)

1
4
0

(
製

作
幅

)

1
4
0

(
製

作
幅

)

668

2
6
8

2
5

2
4
3

接着剤塗布

(変成シリコン系)

乾式止水材

Type-100

三角シーリング 25x25

(変成シリコン系)

2
8

25

1
1
0

2
5

三角シーリング 25x25

(変成シリコン系)

25

1
1
0

2
5

接着剤塗布

(変成シリコン系)

防塵フォーム

1
0

a15=120

a15=120

乾式止水材

Type-100

A2
施工位置

A1

A - A C - C
地覆部

<B - B>

車道部<歩道部>

S=1:5 S=1:5

防塵フォーム詳細図

[製作幅=最大遊間+10=140]

(ポリエチレンフォーム)

[Type-100]

乾式止水材詳細図

乾式止水材端部詳細図

S=1:20

S=1:5

S=1:10

483
2768 240

8918 708

13117

483
2766 240

8916 708

13113

79 75

1
0

1
0 1
1
0

443

30

乾式止水材水平寸法13057(伸縮ウエブ上)

10

30

1
1
8

1
0
0

220

2
0
4

10 10

668

2
5
0 2
6
8

1
1
0

1
0

2
5

10

30

乾式止水材水平寸法13053(伸縮ウエブ上) 30

66810

2
5
0 2
6
8

1
1
0

1
0

2
5

220

10 10

1
0

1
0 1
1
0

443 10

1
1
8

1
0
0

443
2802 221

乾式止水材なり寸法8958(伸縮ウエブ上)

689

 1-乾式止水材 Type-100×13188

 1-防塵フォーム 140×118×522

 1-防塵フォーム 140×222×297

 1-防塵フォーム 140×268×743

1

2

3

443
2800 221

乾式止水材なり寸法8956(伸縮ウエブ上)

689

防塵フォーム 1

三角シーリング 25x25

(変成シリコン系)

防塵フォーム 2

乾式止水材

Type-100

防塵フォーム 3

三角シーリング 25x25

(変成シリコン系)

1
1
0

2
8

A

A

B

B

C

C

13115

5
7°

a
1
5
=
1
2
0

30 乾式止水材水平寸法13055(伸縮中心上)

10443

483 2767 240 8917 708

10

220

10

10 668
防塵フォーム 1 防塵フォーム 2

乾式止水材

Type-100

防塵フォーム 3

58
°

主桁側

橋台側

断面図（橋台側）

断面図（主桁側）

30

77

2
0
°

2
0
°

1
4
°

1
4
°

2
2
2

2
0
4

2
2
2

A2橋台

平面図

S = 1:20

伸縮装置止水工

7

7

高橋

若桜下三河線

高橋　補修図（その　）

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単位

葉中の内全

図示 mm

高橋　補修図（その　）

鳥取県八頭県土整備事務所

※A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示

県道若桜下三河線（高橋）橋梁補修工事（補助）
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▽舗装天端

地覆

t

塗膜系防水

 成形目地材 
b=30mm,t=5mm

端部処理材

アスファルト舗装

床版

▽舗装天端

伸縮装置

t

塗膜系防水

端部処理材

アスファルト舗装

床版

30

導水テープ

 3 x 30

 成形目地材 
b=30mm,t=5mm

30

導水テープ

 3 x 30

防水層(塗膜系)
舗装版破砕工

アスファルト舗装工

至　吉川

至　岩屋堂

A1

A1

A2

A2

導水テープ

L=10.790m

導水テープ

L=10.670m

導水テープ

L=8.050m

導水テープ
L=2.586m

導水テープ
L=2.731m

導水テープ

L=1.777m

成型目地材
L=2.619m

舗装版切断工

L=2.619m

成型目地材

L=32.297m

成型目地材
L=2.768m

成型目地材

L=32.220m

施工面積：74.224㎡

G1 G2

G3
G4

32297

A

A

B

B

S=1：100平面図（橋面）

橋面防水工

455 8582 687

12571

1
3
5
0

3
4
0

5
2
0

2
5
0

2619 228

1
5
0
0

3＠3464=103921303 876

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装t=45㎜

(平均）

CL

　防水層

（塗膜系）

注：舗装切断はA1橋台側の一辺のみ行う。

　　歩道の下流側には導水テープは設けない。

3
0

3
03
0

1
0
0

8

8

高橋

若桜下三河線

高橋　補修図（その　）

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単位

葉中の内全

図示 mm凡例

勾配

導水テープ

断 面 図 S=1:50

高橋　補修図（その　）

防水詳細図

A-A B-B

防水詳細図
S=1:2 S=1:2

防水層（塗膜系）

（1橋当り）

74.224

規　　格 単位 数　量名　　称

成型目地材 b=30mm・t=5mm m 69.904

橋面防水工数量表

備　　考

防水層 塗膜系 m
2

導水テープ t=3mm・W=30mm m 縦断

m 5.317導水テープ t=3mm・W=30mm

名　　称

舗装版破砕工

殻運搬

74.224

規　　格 単位 数　量 備　　考

路面切削工量表
（1橋当り）

アスファルト舗装版 t=45mm(平均) m
2

殼処分 がれき類 3.34m
3

(歩道部)

アスファルト殻 3.34m
3

名　　称

アスファルト舗装工
74.224

規　　格 単位 数　量 備　　考

アスファルト舗装工数量表
（1橋当り）

密粒アスファルト混合物(13)
(歩道部)m

2

31.287

横断

2.619

単位 数　量名　　称

舗装版切断工数量表

m

規　　格

（1橋当り）

舗装版切断工 アスファルト舗装版

備　　考

t=45mm(平均)

鳥取県八頭県土整備事務所

※A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示
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高橋　補修図（その　）

（桁下面）

9

規　　格 単位

（1橋当り）

数　量名　　称

水切り工　数量表

m水切り工（下流側）

水切り工（上流側） m 32.11

31.83

ウォーターカッター

ウォーターカッター

凡 例

※　形状・寸法については、施工時に再度確認を行うこと。

※　土砂堆積，植生，鳥の巣，ふん害等がある場合は、撤去を行うこと。

　　使用しないこと。

※　材料は可使時間内に使用し、可使時間を過ぎたものについては

水切り工

水切り工
L＝31.83m

水切り工
水切り工

水切り工
L＝32.11m

水切り工

水切り工

水切り工

詳 細 図 S=2:1

25

6

31 1

12

4

3

5

2
0

1
5

1
.
5

R9

注) 材質はEPDMゴム

取付要領

接着剤

取付台

①接着剤塗布
②水切り設置

張出し床版下面

床
版
側
面

下地処理

　　不陸のないよう調整を行うこと。

9

A B

※　水切り設置面のコンクリートは、

A1

A2

A1

A2

G1

G2

G3

G4

至　岩屋堂
至　吉川

G1

G2

G3

G4

吉
川
川

G1 G2
G3 G4

平 面 図 S=1:100 断 面 図 S=1:50

（端部）

高橋

若桜下三河線

高橋　補修図（その　）

鳥取県八頭県土整備事務所

※A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示

県道若桜下三河線（高橋）橋梁補修工事（補助）

八頭郡若桜町吉川

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

単位

葉中の内全

図示 mm
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既設水切り工

"A"部拡大図 S=10:1 "B"部拡大図 S=10:1
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